
2017 年度就職先へのグループインタビュー調査結果 

 
本学卒業生の主要就職先である社会福祉法人（3 法人）に対して、2018 年 2 月に以下の 3 点につい

て、グループインタビュー形式で同時にヒアリングを実施しました。 
①新卒学生の採用に当たって着目している資質 
②本学からの採用者の特徴 
③採用側から見た「学修到達レポート」の有用性と改善点 

以下にその結果について報告します。 
 
設問①：新卒学生の採用に当たって着目している資質 

回答： 

（A 法人）学生からは児童養護分野は人気が高い。しかし児童養護の指導員としての勉強をしているか

という点についていえば、この仕事の本質を理解した上で希望する学生と、単純に子どもが

好きで希望してくる学生では仕事が始まった後で反応が大きく分かれる。具体的には DV 等

で心に傷を負っている子どもは指導員に対して暴言を吐く者も現場にはままいるわけで、こ

の仕事の本質を理解していないと潰れてしまう場合がある。やはりどの職種に対してもしっ

かりと理解した上で臨んでほしい。 
例えば自閉症の施設などで働くのは利用者とのコミュニケーションが難しいのが当たり前、

学生時代からその辺りを深く理解している人は続く。社会福祉士の資格を取得したから相談

援助のみが仕事ではなく、他方でケアマネージャーでも現場の理解がないと仕事にならない

のでまずは福祉に関わる様々な職種の内容を理解してほしい。面接等でそこを見きわめてい

る。 
（B 法人）私は社会福祉士としてソーシャルワークの仕事をしている。その立場からすればコミュ二ケ

―ション能力は必須である。ソーシャルワークの仕事は地域を対象にしても、家族を対象と

してもそのありようは様々であり、知識は持っていることは大前提として、これまで会った

ことのないようなタイプの人に対してもやりとりできるような、対人コミュニケーションは

基本中の基本で採用時には一番重要視している。自分自身振り返っても、やはり学生時代に

キャンパス内の学生だけでなく多様な社会人との交わりなど、様々な経験をして視野を広げ

てほしい。 
（C 法人）サービスの対象も従来の固定的なものから普遍的なものに広がってきており、福祉の枠を超

えて地域や企業との関わりも出てきている。そのため、福祉現場だけに限らずフィールドワ

ーク等を通じて多様な経験をしてもらいたい。 
 
設問②：本学からの採用者の特徴 

回答： 

（A 法人）貴学の卒業生は、優しい、まじめというイメージ。かつてに比べて福祉に対する意識、思い

は少し落ちているかというところも感じている。その辺りは面接等で見極めてあまりに意識

が低い場合は落とさざるを得ない。3 年経って在職している卒業生は現場で大きな戦力にな

っている。 
（B 法人）一概にはいえないが、まじめで知識をしっかり持っている人が多い。ただ時として福祉を自

分の中で「固定概念」にしてしまうことで、現実とのギャップで続かない卒業生も存在する。 



（C 法人）社会福祉士実習でも様々な分野で受け入を行っているし、多くの卒業生が入職している。他

の法人同様に、制度的な知識は豊富で「まじめ」。福祉現場で働くには少しおとなしいように

も思う。様々な経験を積むことで、物事を固定的にとらえず弾力的に理解して仕事につなげ

てほしい。 
 
設問③：採用側から見た「学修到達レポート」の有用性と改善点 

回答： 

（A 法人）採用の時に履歴書を出してもらうが大学によってだいぶ様式が違う。正課外活動も含めてこ

ういう形で出してもらうと面接時の判断材料になると思う。大学での成績はそれほど重視し

ていない。見ているのはきちんと卒業していることと学生時代に色々な経験を積んでいるか

という点。加えて小論文で文章力を見る。福祉現場では文章力はわりと必要。 
（B 法人）あれば活用すると思う。面接といっても短時間なので客観的な資料として付けてもらえると

よい。勉強してきた内容や経験など、このレポートをもとに話を掘り下げられる。教員から

の総評もこういう仕事が向いているなど、適性についてのエッセンスが入っていると配属の

際の参考になると思う。 
（C 法人）エントリーシートの中にこういう設問はある。成績証明書も参考にしている。それを直接採

用につなげるわけではなく、面接の中で見きわめる。学修到達レポートがあると面接の掘り

下げ質問につながるので参考にはなる。高校生の調査書には総評のような記述があるが、大

学からも担当教員から強み、弱みなど記載してもらえると配属等にも参考になる。 
 

以上 
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